
視
す
る
尹
大
統
領
の
揺
る
ぎ
な
い
決
意
に
改
め
て
接

し
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

「
日
韓
・
韓
日
未
来
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

基
金
」を
創
設

上
述
の
尹
大
統
領
訪
日
の
機
会
に
、
私
は
、
金キ

ム

秉ビ
ョ
ン

準ジ
ュ
ン

全
経
連
会
長
職
務
代
行（
当
時
）と
共
同
記
者

会
見
に
臨
み
、「
日
韓
未
来
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

言
」
を
公
表
し
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、「
日
韓
・

韓
日
未
来
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
」
を
創
設
し
て

共
同
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

こ
れ
に
関
連
し
、
７
月
に
ソ
ウ
ル
で
「
第
１
回
日

韓
・
韓
日
未
来
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
運
営
委
員

会
」
を
開
催
し
、
共
同
事
業
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
日
本
側
か
ら
は
、
既
存
の
団
体
に
よ

る
文
化
交
流
事
業
へ
の
協
力
・
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
高
等
学
校
教
員
の
日
本
へ
の
招
聘
、
産
業
協
力

の
強
化
に
向
け
た
共
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
連
携
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関

す
る
提
案
な
ど
を
行
っ
た
。
韓
国
側
か
ら
は
、
両
国

の
大
学
生
や
高
等
学
校
教
員
の
交
流
な
ど
の
提
案
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
経
団

連
と
全
経
連
は
、
基
金
の
共
同
事
業
と
し
て
、
⑴
若

手
人
材
の
交
流（
大
学
生
・
高
校
生
交
流
、
教
員
交

流
な
ど
）、
⑵
産
業
協
力（
経
済
安
全
保
障
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
連
携
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
コ
ン

テ
ン
ツ
な
ど
）を
二
つ
の
柱
に
据
え
、
推
進
し
て
い

く
こ
と
で
合
意
し
た
。
今
後
、
速
や
か
に
具
体
的
な

こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
３
年
３
月
、
尹
大
統
領
の
英
断

に
よ
り
、
韓
国
政
府
は
両
国
間
の
懸
案
事
項
の
一
つ

で
あ
る
旧
朝
鮮
半
島
出
身
労
働
者
問
題
の
解
決
に
関

す
る
発
表
を
行
い
、
日
本
政
府
か
ら
こ
れ
を
評
価
す

る
旨
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
た
。
続
い
て
、
同
月
に

東
京
、
５
月
に
は
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
、
岸
田
文
雄
内

閣
総
理
大
臣
と
尹
大
統
領
と
の
間
で
12
年
ぶ
り
に
首

脳
同
士
の
シ
ャ
ト
ル
外
交
が
再
開
さ
れ
る
な
ど
、
日

韓
関
係
の
改
善
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

経
済
界
と
し
て
も
、
こ
の
好
機
を
決
し
て
逃
す
こ

と
な
く
、
未
来
志
向
の
日
韓
関
係
の
構
築
に
向
け
た

道
筋
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
問
題
意
識
の
も
と
、
両
国
政
府
を
は
じ
め
、
関
係

各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
主
に
以
下
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

尹
大
統
領
を
迎
え
、

日
韓
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を

開
催

２
０
２
３
年
３
月
、
尹
大
統
領
の
訪
日
に
あ
わ
せ

て
、
両
国
を
代
表
す
る
経
済
人
の
参
加
を
得
て
「
日

韓
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」
を
全
経
連
と
共

催
し
た
。
尹
大
統
領
は
冒
頭
、
韓
国
政
府
は
日
韓
企

業
の
協
働
に
支
援
を
惜
し
ま
な
い
と
発
言
。
経
団
連

と
全
経
連
が
一
丸
と
な
り
、
社
会
課
題
へ
の
対
応
と

経
済
協
力
を
引
き
続
き
推
進
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
、

両
国
経
済
界
へ
の
期
待
を
示
し
た
。
日
韓
関
係
を
重

（注）全経連は、2023年８月の臨時総会で「韓国経済人協会」（韓経協）への名称変更を
決定した。本稿では、これまでの会合等に言及する場合には、「全経連」を使用する

十
とくら
倉雅

まさかず
和

経団連会長
住友化学会長

日韓経済関係の強化に向けて、
着実に歩を進める

報
告

日
本
と
韓
国
は
、
１
９
６
５
年
の
国
交

正
常
化
以
後
、
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
交

流
を
深
め
、
共
に
協
力
し
、
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
た

だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
両
国
関
係
は
こ
こ

し
ば
ら
く
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

他
方
、
国
際
環
境
は
複
雑
さ
を
増
し
て
お

り
、
自
由
、
民
主
主
義
と
い
っ
た
普
遍
的

な
価
値
観
を
共
有
す
る
日
本
と
韓
国
が
連

携
を
強
化
し
、
東
ア
ジ
ア
地
域
は
も
と
よ

り
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
繁
栄

に
貢
献
し
て
い
く
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
２
０
２
２
年
５
月
の
尹ユ

ン

錫ソ
ン

悦ニ
ョ
ル

韓
国
大
統
領
の
就
任
は
、
日
韓
関

係
に
劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
私
は

同
年
７
月
、
全
国
経
済
人
連
合
会（
注
）（
全
経

連
）と
の
首
脳
懇
談
会
に
出
席
す
る
た
め
、

韓
国
・
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
た
。
そ
の
際
、

尹
大
統
領
を
表
敬
し
、
両
国
関
係
の
改
善

に
向
け
た
同
大
統
領
の
強
い
意
欲
を
伺
う
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図表 日韓・韓日未来パートナーシップ基金共同事業

日韓ビジネスラウンドテーブルでの尹大統領（写真中央）の挨拶

（1）若手人材交流の促進

①既存の文化交流事業への協力・支援、②高等学校教員の日本への招聘、
③大学連携 など

（2）産業協力の強化

①経済安全保障、②スタートアップ連携推進、③その他（エンターテイ
ンメント・コンテンツ、観光、クリエイティブエコノミーなど）

現
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
得
る
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
加
え
て
、
対
面
を
含
む
人
材
・
文
化
の
交
流
を

多
様
な
分
野
で
継
続
し
、
相
互
信
頼
を
醸
成
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
一
連
の

議
論
を
通
じ
て
、
今
後
の
重
要
産
業
分
野
に
お
け
る

二
国
間
協
力
に
つ
い
て
、
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

新
た
に「
日
本
・
韓
国
経
済
委
員
会
」を

設
置

組
織
体
制
を
整
え
る
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
あ
っ

今
後
、
同
委
員
会
で
は
、
二
国
間
経
済
関
係
の
さ
ら

な
る
発
展
に
向
け
て
、
有
識
者
や
日
韓
政
府
関
係
者

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

日
韓
は
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
。

未
来
志
向
の
関
係
構
築
に
取
り
組
む

日
韓
両
国
は
、
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
や
少
子
高
齢

化
へ
の
対
応
な
ど
、
多
く
の
共
通
す
る
社
会
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
日
韓
企
業
に
は
、
こ
う
し
た
課
題
の

解
決
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
日
韓
関
係
の
改
善
を
背
景
に
、
２
０

２
３
年
８
月
、
日
米
韓
の
首
脳
が
米
国
に
参
集
し
、

経
済
安
全
保
障
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
分
野
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
、
３
カ
国
の
首
脳
・
閣
僚
会
談
の

定
例
化
等
に
合
意
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ

れ
は
、
不
透
明
感
が
漂
う
国
際
情
勢
に
あ
っ
て
、
日

韓
が
、
二
国
間
は
も
と
よ
り
、
同
盟
国
で
あ
る
米
国

を
加
え
た
３
カ
国
の
連
携
・
協
力
を
通
じ
て
、
多
く

の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
一
つ
の
道
筋
を
示
す
も
の

と
し
て
画
期
的
で
あ
っ
た
。

日
韓
は
互
い
に
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
経

団
連
は
、
日
本
・
韓
国
経
済
委
員
会
の
活
動
や
、
韓

国
経
済
人
協
会（
韓
経
協
、
（注）
参
照
）と
の
連
携
の
も

と
、
日
韓
・
韓
日
未
来
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
の

活
動
等
を
通
じ
て
、
未
来
志
向
の
日
韓
関
係
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
会
員
企
業
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

事
業
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

日
韓
産
業
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

二
国
間
協
力
の
可
能
性
を
議
論

同
じ
く
７
月
、
両
団
体
は
、
両
国
の
産
業
協
力
を

一
層
深
化
さ
せ
る
可
能
性
を
探
る
た
め
「
日
韓
産
業

協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
ソ
ウ
ル
で
開
催
し
た
。
両
国

政
府
の
幹
部
と
日
韓
を
代
表
す
る
企
業
関
係
者
が
参

加
し
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
出
席
者
か
ら
、
両
国

に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
韓
協
力
は
二
国
間

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
持
続
可
能
な
社
会
の
実

た
。
そ
こ
で
経
団
連
は
、

日
韓
経
済
関
係
を
一
層

拡
大
・
深
化
さ
せ
る
べ

く
、
２
０
２
３
年
５
月

31
日
の
経
団
連
総
会
に

お
い
て
、「
日
本
・
韓

国
経
済
委
員
会
」（
委

員
長
：
佐
藤
康
博
経
団

連
副
会
長
・
み
ず
ほ
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

プ
特
別
顧
問
、
岩
田
圭

一
住
友
化
学
社
長
）を

新
た
に
設
置
し
た
。
７

月
に
は
、
尹ユ

ン

徳ド
ク

敏ミ
ン

駐
日

韓
国
大
使
を
来
賓
に
迎

え
て
、
委
員
会
の
第
１

回
会
合
を
開
催
し
た
。
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